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　  総動員伝道の目標

1. すべての人に福音を伝えよう。

2. すべてのクリスチャンがよい   

　 あかし人になろう。

3. すべての教会が成長しよう。

　
「
あ
な
た
が
た
が
一
つ
の
霊
に
よ
っ
て
堅
く

立
ち
、
一
つ
心
に
な
っ
て
福
音
の
信
仰
の
た
め

に
力
を
合
わ
せ
て
戦
い
」（
ピ
リ
ピ
一
・
27
）。

　

私
た
ち
の
教
会
は
昨
年
の
４
月
に
韓
国
か
ら

若
い
牧
師
夫
妻
（
幼
児
２
人
）
を
協
力
宣
教
師

と
し
て
迎
え
ま
し
た
。
す
で
に
２
人
と
も
東
京

の
日
本
語
学
校
で
２
年
間
学
ん
で
お
り
ま
し
た

の
で
会
話
に
は
全
く
不
自
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
４
月
か
ら
２
年
目
を
迎
え
て
本
格
的
な
活

動
が
始
ま
り
、
毎
日
忙
し
い
日
を
送
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
教
会
員
は
何
ら
の
違
和
感
も
な
く
交

わ
り
が
で
き
て
い
ま
す
。
昨
今
の
ヨ
ン
様
ブ
ー

ム
の
お
陰
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
教
会
に
は
新
し

い
風
が
吹
い
て
き
た
よ
う
で
、
い
つ
に
な
く
活

気
づ
い
て
お
り
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

  

私
は
常
日
頃
か
ら
日
本
宣
教
の
不
振
の
壁
を

破
る
た
め
に
は
、
韓
国
教
会
と
の
宣
教
協
力
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
わ
が
国
と
韓
国
は
「
近
く
て
遠
い
国
」
と
言

わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
遠
い
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
か
ら
見
れ
ば
、
顔
も
背
格
好
も
よ
く
似

て
い
て
見
分
け
が
つ
き
ま
せ
ん
。
確
か
に
両
国

に
は
い
ろ
い
ろ
な
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
言
語

や
文
化
な
ど
に
お
い
て
は
よ
く
似
た
と
こ
ろ
が

あ
る
の
も
事
実
で
す
。
こ
の
際
わ
が
国
の
宣
教

の
前
進
の
た
め
に
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は

先
進
国
で
あ
る
韓
国
の
助
け
を
積
極
的
に
受
け

入
れ
る
こ
と
に
お
い
て
や
ぶ
さ
か
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　

今
日
ま
で
私
は
韓
国
国
際
福
音
伝
道
会
（
超

教
派
）、
大
韓
イ
エ
ス
教
長
老
会
（
統
合
派
）、

日
韓
親
善
宣
教
協
力
会
を
通
し
て
韓
国
教
会

と
関
わ
り
を
持
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
間
会
議

や
礼
拝
や
聖
会
な
ど
に
お
い
て
、
更
に
は
個
人

的
な
レ
ベ
ル
に
お
い
て
友
好
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
あ
る
人
々
は
姉
妹
教
会
と
い
う
形
で
交
流

し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
の
１
つ
１
つ
に
は

そ
れ
な
り
の
意
味
と
効
果
が
あ
る
こ
と
は
確
か

で
す
。
し
か
し
わ
が
国
の
教
会
成
長
、
宣
教
拡

張
と
い
う
点
で
は
真
の
力
を
発
揮
し
た
と
は
言

え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
れ
で
は
韓
国
か
ら
宣
教
師
を
迎
え
れ
ば
万

事
が
う
ま
く
行
く
か
と
言
う
と
そ
う
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
む
し
ろ
反
対
に
難
し
い
問
題
が
生
じ

て
い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
私
た
ち
の
教
会
も

決
し
て
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ
け
に

再
度
韓
国
か
ら
宣
教
師
を
迎
え
る
に
際
し
て
は

否
応
な
し
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
私
は
、
第
１
に
日
本
文
化
を
大

切
に
す
る
、
第
２
は
牧
師
と
良
い
協
力
関
係
を

結
ぶ
、
第
３
は
教
会
を
形
成
す
る
、
と
言
う
３

つ
の
条
件
を
立
て
て
祈
り
ま
し
た
。
神
は
そ
の

祈
り
に
見
事
に
応
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。　

　

宣
教
師
は
週
２
日
は
ハ
ン
グ
ル
講
座
、
１
日

は
学
び
会
、
夫
人
は
週
１
日
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
教

室
、
そ
の
他
は
通
常
の
教
会
行
事
に
協
力
し
て

い
ま
す
。
新
し
い
日
韓
協
力
宣
教
が
わ
が
国
に

お
け
る
新
し
い
宣
教
活
動
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

総
動
員
伝
道　

委
員　

中　

島　

秀　
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 先日、宣教師から、日本伝道の困難さの根底

に「儒教」があるのではないかという発言があっ

た。仏教よりもさらに昔から日本人の精神構造

に組み込まれている思想だろう。そのことを友

人に話すと、それはその通りではないかという。

と言うのは、日本人は「赦し」の思想が乏しい、

それは「儒教」によると言うのである。「うら

みつらみは子々孫々まで」と言う思いは「儒教」

から来ていると言う。親の敵（かたき）を子が、

孫が、というわけである。

　イエスによる「赦し」は真っ向から受け止め

られない。そんなに簡単に他人を赦してはいけ

ない。いや「赦せない」。この儒教的な思想が、

日本人の頑なな心を形成しているので、キリス

ト教は受け入れられないのだと言う。自分の過

ちは美化し、他人から被った傷はいつまでも怨

念として心に刻み付けている。 

　小泉首相の「靖国神社参拝」もその根底にあ

るのは、この思想だろうか。第２次大戦を美化

し、敗戦によって押し付けられた「憲法制定」

を怨念のように思っている。ここにきて「愛国

心」を強調し、「憲法改定」を叫ぶのもそのせ

いかもしれない。宣教師は肌でこのことを感じ

ておられたのだろうか。

　道端や石地に蒔かれた種は育たないと主イエ

スは言われた。まさに日本人の心は道端や石地

の状態だろう。伝道の前に「開墾」が必要だ。

よく耕された土

地に蒔かれた種

は30倍、60倍、

100 倍の実を

結ぶとある。種

まき伝道の前

に、開墾伝道が

必要だろう。

（姫井雅夫）

医療法人社団　誠志会

誠志会病院
＊＊  看護師募集中＊＊

院長　岡田信良

〒174-0043 東京都板橋区
坂下1─40─2

TEL 03-3968-2621

旅日華人

　先日、東京の淀橋教会で開か

れた、「唐崇栄福音音楽宣教大

会」に参加しました。その時講

壇の上の垂れ幕に「旅日華人音

楽宣教大会」と書いてありまし

た。私は隣に座っていた通訳の

方に、「旅日華人」とは、どの

ような意味ですか、と尋ねまし

た。するとその方は「旅日とは日

本に滞在している、と言う意味

です」と言われました。そこで

私は、「じゃ、在日と言う意味で

すね」と言いましたら、その方は

「いいえ違います。私たち民族は

どこに住んでも、たとえ日本で生

まれても、日本国籍があっても、

在日華人とは言いません。旅日

華人と呼ぶのです。どこに住み、

どこで生まれても、自分の国以

外のところでは、旅人なのです。

私たちは、華人である事を誇りに

しています」と答えてくださいま

した。

　そのとき「はるかにそれを見

て喜び迎え、地上では旅人であ

り寄留者であることを告白して

いたのです。かれらはこのよう

に言うことによって、自分の故

郷を求めていることを示してい

ます。……しかし、事実、彼

らは、さらにすぐれた故郷、す

なわち天の故郷にあこがれてい

たのです」（ヘブル 11：13 ～

16）。「私たちの国籍は天にあり

ます」（ピリピ 3：20）の御言

葉が心の中に湧き上がってきま

した。

　そうなんだ、私たちクリスチャ

ンは、「旅日天人」だという誇り

を持って、もっと胸を張って生き

ようと、チャレンジを受けました。

（1）
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アチーブメント株式会社

 選択理論に基づいた、

人材教育を試みる会社です。

代表取締役社長　青木仁志
　

〒141-0022 東京都品川区東五反田 
　4 ─ 6 ─ 6 高輪台グリーンビル3F 
TEL 03─3445─0311（代）

　日本基督教団は 30 年以上に

わたっていわゆる「紛争」を経験

してきている。大阪万博キリスト

教館出展を契機として、国家と

教会の在り方をめぐって激しく議

論が起こった。

　しかも議論だけでなく、激し

い物理的暴力も加えられ組織的

に混乱が続いた。

　この間、様々な問題が生じた

のであるが、その中に「伝道不

振」があった。西洋植民地主

義的色彩の強いイメージを持つ

「伝道」は死語とされ、人間中心

主義的な「共生」が前面に出て、

差別撤廃、天皇制反対、反戦平

和といった課題への取り組みが

「宣教」の多様性ということで優

先されてきた。

　しかも福音に基づいてそれら

に関わるというより、特定のイデ

オロギーに基づいての取り組み、

推進であっただけに混乱にさら

に輪をかけたと思われる。

伝道の復権

　そんな中で当然のことながら

教勢は低下していった。現在信

徒総数は 20万人、現住陪餐会

員10万人、礼拝出席 5万人とい

う数字にとどまっている。受洗

者はここ10 年間で 2 千人を越え

たのはただの 2回である。

　日本基督教団は教会である。

教団となっているが英語では 

United Church of Christ in Japan 

であってChurch 教会である。

　教会である以上、使命は伝道

にある。教えること、癒すこと、

仕えることとしての宗教の拡がり

は勿論大切である。しかし宣教

の広さを大切にしつつも、福音

を宣べ伝える伝道を第一にしてこ

そ教会は教会となる。

　伝道する教団を形成するため

まず伝道の復権を果たしていか

なければならない。

伝道協力

　21世紀に教団は伝道に、ま

た青年伝道の使命に全力を注

ぐことを 2 回の教団総会におい

て決議した。爾来、伝道のうね

りを作るべく祈りと努力が重ね

られている。霊的覚醒をもって

救霊に向かっていく教団、各個

教会でありたいと願っているが、

それには他教派の兄弟姉妹との

協力がとても大切であると思っ

ている。

　伝道協力によって開かれた教

団形成をなすこととしたい。こ

の点「総動員伝道」に連なる各

教派との出会いと交わり、また

具体的伝道協力が与えられるよ

う願ってやまない。

伝道実践

　以下、主題について考えてい

ることを列挙したい。

・青年伝道大会をアジアの諸国

とともに開催する。

・50年間続いた日北米宣教協力

が新しい段階に入ったが、次世

代対応型で宣教プログラムを立

案・実践する

・憲法9条を堅持し、平和国家

形成のために尽力する

・ＩＴ化のメリットを教会・教団

形成に資する。

・教勢低下に歯止めをかける。

・高齢者伝道、児童、青少年、青

年の伝道に取り組む。

・心の病に陥った教職の避難所

あるいはリハビリ施設のような場

を設け対応する。

・教職、牧師不足に鑑みて献身

運動をなしていく。

・適切な人事斡旋を教団として

なしうる体制をとる。

・引退牧師、無任所牧師の活用、

さらに女性牧師による伝道牧会

の範囲を拡げていく。

・財政の適正化、透明化を高め

て出来るだけ伝道のために献金

を用いていく。

・伝道に資する出版物、視聴覚

教材を教団として発行していく。

　暗い現実の中、福音のもたら

す光にめぐり照らされ明るい教団

を形成していきたい。

　

◆シリーズ
　21世紀の宣教ビジョン
　日本基督教団
日本基督教団総会議長 山北宣久
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３月会 計

収　入
活動費
印刷・発送
部屋代
リース
積　立
支出計

累　計

285,000

－258,187

79,923
133,817
195,847
13,230
10,000
432,817

●
ご
支
援
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

東
京
イ
ー
ス
タ
ー
の
つ
ど
い
も
主
の
恵

み
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。
７
３
０
名

ぐ
ら
い
の
参
加
者
で
し
た
。
次
は
首
都
圏

キ
リ
ス
ト
教
大
会
で
す
。
な
ん
と
か
し
て

多
く
の
人
々
に
主
の
救
い
を
知
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
祈
っ
て
い
ま
す
。

〈
総
動
員
伝
道
の
組
織
〉

代
表
・
姫
井
雅
夫

委
員
・
有
賀
喜
一
、福
澤
満
雄
、
中
島
秀
一
、

北
條
和
人
、安
藤
能
成
、
住
吉
英
治
、

鈴
木
留
蔵
、
岡
田
信
良
、多
胡
元
喜
、

塩
島
光
三
、ク
レ
イ
グ
・
カ
ッ
ク
ス
、

浅
見
鶴
蔵
、
姜　

星
光

顧
問
・
羽
鳥　

明

相
談
役
・
小
助
川
次
雄
、
村
上
宣
道

◆
第
六
七
話

共
謀
罪
〜
い
ま
国
会
で

　

今
国
会
に
継
続
審
議
で
あ
っ
た
「
共

謀
罪
新
設
法
案
」
が
上
程
さ
れ
た
。
共

謀
罪
と
は
、
実
行
行
為
の
な
い
段
階
で
、

犯
罪
の
合
意
が
な
さ
れ
た
と
言
う
だ
け

で
、
６
１
９
も
の
犯
罪
に
つ
い
て
処
罰

を
可
能
に
す
る
法
案
で
あ
る
。
日
本
ペ

ン
ク
ラ
ブ
は
、「
治
安
維
持
法
」
に
代

わ
る
も
の
と
し
、
日
本
弁
護
士
連
合
会

は
、「
思
想
・
信
条
の
自
由
、
表
現
の
自

由
、
集
会
・
結
社
の
自
由
な
ど
に
対
す

る
重
大
な
脅
威
と
な
る
」
と
強
く
警
告

し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
他

人
事
で
は
な
い
。
教
育
基
本
法
改
正
案

も
あ
る
。
最
新
案
に
は
、「
公
共
の
精
神

を
尊
び
」「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
」「
我

が
国
を
愛
す
る
態
度
を
養
う
」
と
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
愛
国
心
」
論
で
あ
る
。
キ

リ
ス
ト
者
に
と
っ
て
究
極
的
に
誰
を
愛

し
、
ど
こ
に
帰
属
す
る
の
か
と
い
う
課

題
が
あ
る
。
憲
法
改
正
の
動
き
も
あ
る
。

そ
れ
以
前
に
「
国
民
投
票
法
案
」
の
問

題
が
あ
る
。

　

い
ま
こ
の
国
、
市
民
、
そ
し
て
キ
リ

ス
ト
者
の
行
方
に
と
っ
て
重
要
な
法
案

が
目
白
押
し
で
あ
る
。
み
こ
と
ば
に
教

え
ら
れ
つ
つ
、
１
つ
ひ
と
つ
に
知
恵
深

く
対
応
し
て
行
き
た
い
。　

住
吉
英
治

献
金
に
ご
協
力
を

総
伝
が
深
く
関
わ
っ
た
第
５
回
首
都

圏
キ
リ
ス
ト
教
大
会
も
無
事
神
の
ご
栄

光
を
拝
す
る
大
会
と
し
て
終
え
る
こ
と

が
で
き
、
総
伝
の
存
在
感
を
再
認
識
し
、

日
本
の
教
会
の
姿
勢
を
内
向
か
ら
外
向

に
チ
ェ
ン
ジ
し
、
99
％
の
闇
の
中
に
置

か
れ
て
い
る
同
胞
を
光
の
下
に
導
く
た

め
に
積
極
的
な
総
伝
を
展
開
し
て
い
く

べ
き
使
命
を
論
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
今
回
の
よ
う
な
伝
道
大
会
を
数

年
お
き
に
行
な
い
多
く
の
求
道
者
を
各

教
会
に
届
け
る
事
の
必
要
を
教
え
ら
れ
、

そ
の
た
め
総
伝
の
働
き
が
期
待
さ
れ
て

い
る
事
を
悟
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
に
は
多
く
の
活
動
資
金
が

必
要
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

総
伝
の
働
き
を
支
え
る
献
金
に
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
の
夏
に
は
例
年
の
よ
う
に
三
重
県
下

で
の
ト
ラ
ク
ト
配
布
に
加
え
、
千
葉
県
地

区
、
埼
玉
南
地
区
の
総
伝
計
画
な
ど
多
く

の
資
金
が
必
要
で
す
の
で
宜
し
く
ご
協

力
の
こ
と
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

 

『
必
ず
、
わ
た
し
は
あ
な
た
が
た
の
た

め
に
天
の
窓
を
開
き
、
祝
福
を
限
り
な

く
注
ぐ
で
あ
ろ
う
』（
マ
ラ
キ
三
・
10
）。

塩
島
光
三


